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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

旧
北
陸
道
、
越
中
浜
往
来（
浜
街
道
）

第
39
回

は
じ
め
に

　

射
水
市
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
海
、
川
、
丘
陵
地
な
ど
緑
と

潤
い
あ
ふ
れ
る
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ

り
、
半
径
７
㎞
の
コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と

ま
り
の
あ
る
中
に

港
湾
、
鉄
道
、
高

速
道
路
な
ど
社
会

基
盤
が
整
備
さ

れ
、
住
ま
い
、
福

祉
、
教
育
環
境
が

充
実
し
た
住
み
や

す
い
ま
ち
と
な
っ

て
い
る
。

　

東
西
を
県
内
２

大
都
市
で
あ
る
富

山
市
、
高
岡
市
に

接
し
、
北
に
は
国

際
拠
点
港
湾
伏
木

富
山
港（
新
湊
地
区
）と
そ
の
後
背
地
に

県
内
最
大
級
の
企
業
団
地
、
南
の
内
陸

部
に
は
北
陸
自
動
車
道
小
杉
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
流
通
業
務
地
区
を
擁
し
、

環
日
本
海
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

３
６
０
度
の
交
流
・
連
携
を
可
能
と
す

る
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

神
通
川
と
庄
川
の
間
に
広
が
る
射
水

平
野
は
、
水
の
豊
か
な
土
地
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
、
古
代
の
人
々
は
「
出い

ず

る
水
の
地
」
と
呼
び
、
こ
の
言
葉
か
ら

「
い
み
ず
」と
い
う
名
が
生
ま
れ
、
そ
の

後
、
越
中
国
守
で
あ
っ
た
大
伴
家
持
が

ま
と
め
た
と
さ
れ
る
万
葉
集
に
お
い

て
、「
射
水
」と
い
う
地
名
が
初
め
て
登

場
す
る
。

旧
北
陸
道
と
越
中
浜
往
来 

（
浜
街
道
）

　

市
内
に
は
か
つ
て
旧
北
陸
道
と
越
中

浜
往
来
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
街
道
沿
い

を
中
心
に
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。

　

旧
北
陸
道
は
、
市
の
中
央
部
を
通
る

東
日
本
と
西
日
本
を
結
ん
だ
道
で
、
加

賀
藩
の
参
勤
交
代
や
家
臣
の
江
戸
往
来

の
た
め
、
高
岡
町（
現
在
の
高
岡
市
）か

ら
大
門
・
小
杉
・
下
村
を
通
っ
て
東
岩

瀬（
現
在
の
富
山
市
）に
向
か
う
ル
ー
ト

が
往
還
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

　

当
時
は
徒
歩
で
旅
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
た
め
、
一
定
の
距
離
ご
と
に
旅

行
客
が
宿
泊
休
憩
す
る
宿
場
が
設
け
ら

れ
、
射
水
地
域
に
は
、
大
門
新
町
・
小

杉
新
町
（
現
在
の
三さ
ん
がケ
、
戸ひ

ば
り破
の
一

部
）・
下
村
の
三
カ
所
の
宿
場
が
置
か

れ
、
多
く
の
人
や
物
が
行
き
交
っ
た
。

　

こ
う
し
た
地
勢
か
ら
こ
こ
に
居
住
す

る
人
が
増
え
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

（
旧
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
）と
、
県
道
富
山
高

岡
線
を
軸
に
東
西
に
細
長
く
市
街
地
を

形
成
し
て
き
た
背
景
が
あ
る
。

　

越
中
浜
往
来（
浜
街
道
）は
、
本
市
の

北
部
新
湊
地
区
の
放ほ
う
し
ょ
う
づ

生
津
よ
り
浜
沿
い

に
西
岩
瀬
か
ら
富
山
を
通
り
、
富
山
湾

沿
い
の
大
動
脈
と
し
て
中
世
の
頃
に
は

す
で
に
主
要
な
街
道
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
・
物
が
行
き
交
っ
て
い
た
。

　

万
葉
の
時
代
に
は
歌
人
・
大
伴
家
持

が
、
戦
国
の
時
代
に
は
羽
柴
秀
吉
な
ど

の
英
雄
た
ち
が
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に

は
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
が
、
こ
の
地
を
旅

し
た
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
や
逸
話

を
残
し
、
そ
れ
ら
は
今
で
も
地
元
の

人
々
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

当
時
と
今
を
比
べ
れ
ば
、
海
岸
浸
食

な
ど
に
よ
り
道
筋
は
変
わ
り
、
路
面
は

舗
装
さ
れ
、
街
道
沿
い
の
松
並
木
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
、
風
景
は
ず
い
ぶ
ん

変
化
し
た
が
、
眼
前
に
広
が
る
海
や
自

「
海
、
川
、
野
、
そ
し
て
里
山
」

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
射
水
市
を
創
造

射い
み
ず水

市
長（
富
山
県
）　

夏な

つ

の野
元も

と

し志

立山連峰を望む「海王丸」
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然
は
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
姿
で
訪
れ
る

人
を
迎
え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
に
は
、
江
戸
時
代

中
期
よ
り
続
く
放
生
津
八
幡
宮
の
秋
季

例
大
祭
の
「
新
湊
曳
山
祭
」
が
行
わ
れ
、

地
元
町
内
の
13
基
の
曳
山
が
街
道
沿
い

を
曳
き
ま
わ
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
、
賑
わ
う
。

街
道
で
の
事
業
の
取
り
組
み

　
「
旧
北
陸
道
」
沿
い
に
は
、
現
在
も
、

宿
場
町
の
情
緒
漂
う
歴
史
的
な
建
造
物

や
道
標
等
の
史
跡
が
数
多
く
存
在
し
、

特
に
明
治
時
代
の
建
物
「
旧
小
杉
貯
金

銀
行
」、
大
正
時
代
の
建
物「
旧
小
杉
郵

便
局
」、
昭
和
時
代
の
建
物「
旧
小
杉
町

役
場
」等
見
応
え
の
あ
る
建
物
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
旧
北
陸
道
の
景
観
を
保
全

し
よ
う
と
地
元
の
三
ケ
・
戸
破
地
区
住

民
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
９
月
に
「
旧

北
陸
道
ア
ー
ト
in
小
杉
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
旧
北
陸

道
の
店
舗
・
公
共
施
設
等
に
芸
術
作
家

等
の
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
こ
と

で
、
当
時
の
伝
統
や
歴
史
的
風
情
を
感

じ
る
街
並
み
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
平
成
14
年
か
ら
実
施
さ
れ
、

昨
年
で
18
回
目
を
数
え
る
。

　
「
浜
街
道
」沿
い
に
は
、
か
つ
て
北
前

船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
、
今
は
両
岸

に
漁
船
が
並
び
独
特
の
景
観
を
呈
す
る

内
川
、
富
山
湾
の
宝
石
と
も
称
さ
れ
る

「
シ
ロ
エ
ビ
」や「
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」な

ど
豊
富
な
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
る
新
湊
漁

港
が
あ
る
。
こ
の
エ
リ
ア
の
食
や
水
辺

空
間
な
ど
豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か

し
、
交
流
人
口
を
受
け
入
れ
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
カ
フ
ェ
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
複
合
交

流
施
設
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
駐
車
場

の
整
備
を
本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
整
備
に
合
わ
せ
、
県
内
有
数
の

観
光
施
設
で
あ
る
海
王
丸
パ
ー
ク
等

を
訪
れ
る
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、

北
陸
新
幹
線
新
高
岡
駅
や
あ
い
の
風

と
や
ま
鉄
道
小
杉
駅
か
ら
当
該
施
設

を
結
ぶ
周
遊
バ
ス
の
運
行
と
、
ま
ち

な
か
へ
の
電
動
カ
ー
ト
の
導
入
を
図

り
、
観
光
客
の
利
便
性
向
上
と
と
も

に
、
地
域
高
齢
者
の
買
い
物
の
足
を

確
保
し
商
店
街
の
復
興
と
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
豊
か
な
自
然　

あ
ふ
れ
る
笑
顔　

み
ん
な
で
創
る　

き
ら
ら
か
射
水
」
を

目
指
し
、
地
域
と
一
体
と
な
り
、
歴
史

的
景
観
を
保
存
し
つ
つ
、
新
た
な
施
策

を
展
開
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

放生津八幡宮祭の曳山

一
口
メ
モ

越中浜往来（浜街道）

足
利
義よ
し
き材（
義よ
し
た
ね稙
、
義よ
し
た
だ尹
）１
４
４
６
年

生
ま
れ
、
24
歳
で
10
代
将
軍
に
就
任

　
室
町
幕
府
前
将
軍
・
義
尚
の
遺
志
を

継
ぎ
、
大
名
征
伐
の
た
め
京
都
を
留
守

に
し
て
い
る
間
に
、
伯
母
や
従
兄
弟
か

ら
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
さ
れ
、
幽
閉
後
、

島
流
し
に
な
る
と
こ
ろ
を
脱
出
。
救
っ

た
の
は
、
支
援
者
の
一
人
で
放
生
津
に

拠
点
を
築
い
て
い
た
畠
山
氏
の
重
臣
・

神じ
ん
ぼ
う保

長な
が
の
ぶ誠

。

　
当
時
27
歳
の
義
材
は
逃
亡
中
と
は
い

え
将
軍
と
し
て
力
を
持
ち
、
放
生
津
で

政
権
を
樹
立
し
た
。
現
在
、
放
生
津
幕

府
と
呼
ば
れ
る
政
権
は
、
越
中
公
方
や

越
中
御
所
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
お
よ
そ
５
年
に
わ
た
る
放
生
津
滞
在

中
、
義
材
の
も
と
に
は
宗
祇
ら
連
歌
師

な
ど
が
頻
繁
に
訪
れ
、
歌
会
も
多
く
催

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
義
材
は
越
中
の

芸
術
・
文
化
の
振

興
・
発
展
に
も
大

き
く
貢
献
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。

富山県

庄
川 神

通
川

東
岩
瀬

下村
小杉

大門

北陸
新幹
線

高岡

伏木 放生津

旧北陸道

浜街道

富山湾 越
中
・
放
生
津
に
「
幕
府
」
を
開
い
た
⁉

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


